
フードセキュリティーの今後の
展望を見据えるため、若手によ
るリサーチセミナーを開催して
活発な意見交換の場にしたいと
考えています。興味のある方、
特に学類生・大学院生の皆さん
の参加をお待ちしております!! 

日時：2014年  7月23日（水曜日） 

    16：00～16：45 

 場所：生農F棟506 

 

トマトの単為結果性と葯の発達異常
の関連性について 

第8回 フード・セキュリティ       
若手リサーチセミナー 

 

お問い合わせ：水田 大輝（内線：2547 E-mail: mizuta.daiki.ga@u.tsukuba.ac.jp) 

 単為結果性は受粉・受精しなくても果実が着果・肥大する
形質であり、重要な農業形質の一つです。単為結果性の分子
機構については未だに未解明な部分が多いのが現状です。そ
の機構解明に向けて、花器官の形態異常を示す変異体が単為
結果果実を形成することに着目し研究を行っています。本セ
ミナーでは、その研究内容について紹介します。 

講師：岡部 佳弘(筑波大学 生命環境系 博士研究員) 

生物圏資源科学専攻 
フードセキュリティリサーチユニット 
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